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I!試験目的
治山緑イ江にむける木本植物の導入に・,階段エな目口って,苗木植栽・する方法が確実であるが, 

位曜的・地形的状況などが,人力施工に支磕のあるところや,集中的な荒廃発生のため,早期復 

旧が必要とされるところで材:,機械力的•令力的な突播工を中心とした能率的方法が耍朝される 

ことが少なくない。

しかし,吹付エやヘリ=ブタ・・緑化工などでは,外来の緑化用草を多く活用した施工地全体の 

面状搖;枷となるため,耘被形成は早いが,善定の草本類にかたより,木本植物の成立はよく制さ 

れ,治山緑化の目標とする,保全効果のよりすぐれた林磴成の遅れることが瞄とされている。

このため,段近の縁イtffl海物や緑化点材などによる施工様式の場合についても,草本による隸 

化被援をすみやかに形成し,保全効果を十分果しつつ木本植物の成立を早期に逮成する方法につ 

いて検肘する。

m 試段経過と得られた成果

1.試験の年次軽過

•試験内容埒よび年次^経迅の焼耍は次のようである。

昭和4 4年度:混播娶因(鏡化用樹草の特2播種址,混搖割・含等)に関する03場試験 若

よび現地試験地の選定(防災部治山第2研究室)

昭和4 5年度:混播要因に関するブロハ 試験(防災部治山第2研究室,東北支場経営第4 

研究室)〇項地試験工の施工(凍上花崗岩地带=防災部治山第2研究室,寒布第3紀z8地帯

-束北支場経営第4研究室)。

昭和4 6年度:混揺要因に関するブロ八試散(防災部治山第2研究室,東北支划経営第4 

研究室,関西・九川支場防災硏究室)。我地試験エ施:T(凍上第四紀層(□ーム暦)ー防災 

部治山第2研究室,恣冷弟3紀屏地帯・束北支場旌営第.;研究室,眼帯少雨花崗岩地带ー 

K!西支場防災研究室,散帯多雨中(古)朝地布・九并支胡防災研究室)。既設試験工経過
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詞立。

忍如4 7牛度:現地浪工f5退纨査。

なわ,現地滋工の設定にあたっては,甘森’は林叫治山が,岩手•零石•北上各営林/ 束 

京営林局治山採,泰野治山事業所,長野営林同治山孫,中川治山少業所,大阪甘林局治山腸, 

熊右営林局治山躁,出水•な林略心、ける関係各位に,多大の御貶助を賜わった。ここにあらた 

めて深芸の謝意を表十る。

なえ、,調在・測定魚料は,分担した各試験ごとに解析•考察を行たったうえ防災部にあつめ, 

最終的な跑湮は治山第2研究室で行ない,能括的左とりまとめは岩川が行なった。

2木本植物成立と混播方法改蓉の問題点

混播によって導入された植物間では,生育が進むとともに,生育窟の増加や生育型のらがい 

によって鏡合が始まる。競合は地上部にわける陽光や根系部にむける水分•養分などが,個体 

の麥求は対して相対的に不足十ることによって起るが,さらに環境の推移とともに閔害や生育 

那制物質あるいは物理的な妆圧の必鼻など,生理的•生瘦的穴贸が相互に祺燃に作用する〇 

樹草の混播に»、けるこれら况因の以性的な解明は今綫の舟究に唾っところが多いが,ここでは 

とりあえず従来の施工にむける播な内容や保育技術的な観点から,木本植物の成立に関違して 

問理とみられる治・もなあ須をとりうけてみると,

a 発芽や初期生育の遅速などの生育特性による混播透槛物の組合せ,b 施工後の初期発生 

個体数にもとづいた播種泉および隹播割合,c 祂物の種類別の成長コントロール,d 適切 

な緑化補助材•號助エわよび促育方法,左ど力:考えられる。

3樹草の硼生育タイブ区分

施工初期の不安定裸地をすばやく緑化保護するため,実播に用いられる樹草としては,播種 

後短時日に発芽しその後の生育も早いことが望ましい。Yに禄化用植物は,荒廃地や開放地 

に先诲進入するものから選択され,外来の縁化用草もふくめてとくに陽光を多く度求する。そ 

のうえ,施工後の就か左侵食防止効果を期待することから播别!印・が多く,導入植物^では生汀 

初朋から陽光に対する癡合がはげしくなる。しかし,木料の多くは発芽もやや遅く •その後 

の生育も草本にくらべて迎いのが一般である。このため,緑化用植物それぞれの生奇特從に応 

じた迎切な護預の組合せを考恩し,鏡合のユント"ールをはかる必供があるとお・もわれる。喘 

ず,便宜的に超子の発芽芳や紡期成斐の呈速,あるいは生育形感などによって,益、も左樹草の 

2

タイブを区分してみると次のようである。

水木類の初明生育•,ラ性

Aクイブ:発芽が早くその後の伸長も旺盛なタイブで,好適な条件のもとでは2, 3日ない 

し敦日で大半の発芽が終り,当年の秋までには1〜1.5 mに伸長する。あ、もにマメ科根粒樹木 

に!4するニセ7•カシア,ブカシ7•類,ネムノキなどの高木類と,ヤマハギ,イタチハギ,エ二 

・ンダなどの低木類がある。このタイブの種子は硬実化しているものが多く,そのままでは発芽 

が不揃いになるので,热湯や温湯で発芽侧鱼処理をする必要がある。また,イタチハギ,ヤマ 

ハギなどのサヤつき现子は,表土の条件によって,吸水が不足するときは発芽がおくれるので, 

草本との競合が不利«なる。

Bタイプ:発芽がやや遅く,また発芽後2〜3カ月までの.成長もやや緩慢であるが,それ以 

後の成長ははやいタイブのものである。条件のよいところでは当年の秋までビは3 〇〜5 0 an 

以上に伸長するが,稚苗期には根系の発遅が少:5;いので,現地で乾燥のはげしいところでは萎 

縮する。おもに非マメ科根粒植;木のオオバやシャブシ•ヤシャブシ・ヤマハンノキをどの高木 

痣や,尚离の低いものではヒメヤシャブシ・グミ類がある。これらは入手した種子によっては 

発芽率に変化が多いので,事前に発芽率を尚ベて必耍技を用いることが肝心である。

cタイブ:根泣棲物のxうに,荒廃地や開放炮によく侵入して舗茂するクイフ・であるが,初 

明の壬冇カ:やや谜い。クサギ,ス,ンデ,アカメガシワ,リコウブなどの高木類•や,タ二ウッギ, 

ニシキウッギその他の低木類がある。これらの種類は型子の大小や発芽の遅速左どにかなり差 

があり,待性についてはまだ十分検討されていないものが多い。

Dタイブ:発芽も遅くその後の生育もおそいタイブでちるが,やせ地や乾燥地に強く,永続 

的源化润稲iとしてすぐれている。アカマツ,クロマツ東どの^葉樹や,コナラ,クヌギそのは 

かの広萊囲類がある。条播や点播などによって導入されているが,混播では革髙以上に伸長す 

るには2〜3年ないし数年を要するものとみられる。

Eタイプ:このほか二次的な緑化構成樹種として望ましい耐陰性のあるタイブのものがある 

が,導入方法は今後の研究にまっことが多い。

草本類の初明生育特性

外来収化用車の場合は,発芽および現地における発生瑶もたかく,その後の成長もすばやい 

ものが多いが,在来野草類は荒廃環境に君ける遹応性や永続性にすぐれたものでも,初期成長 

が一般に遅い頒向がある。

aタイブ:埠匡が!〇 0 cm以上にをる大型多年性•草本疝。
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a! 好適な•条冲の«とでは2 , 3 Sで大半が発芽し,初朔から成長のヤ・い大&證京項の 

クイブで,もっとも多く活用をれているのはキク狩のヨモギ類である。しかし,これ 

らの生汤细は,罢莱による遮光性が大きいので,面次混播では苗度が多くなると木 

本類の生育を圧するので問題がある。

a 2切期の伸長がやや扱慢で,早期禄イ呢成はおとるが,環境に対する適応性が広く, 

核化が永く保たれる。大型イネ科のススキ‘トダンパなどである。茎葉による遮光性 

は前者ほどでなく,株の基部にはマッ類の成立も可能で,木本の混播には適性カ:みと 

められる。以上のものは在来呀草類の左かでも想子の大依確保ができるので活用され 

やすい。

bタイプ:自然高(茎葉を引のばした長さではなく,自然に獄生したままの髙さ)が3 〇〜

5 〇 cmになるおもに中型イネ料のもので,緑化工に燈も大張に活用されているタイプである。 

多数想類があるので,さら網類型区分できる。

bl 発芽,生育がすばやく,自然高が4 〇〜5 Ocmになり,多数分けっして極生する。 

ウィーピンダラプダラx ( W. L. Q.),グンタノキー3】フェスク(K. 31
F. ),オーチャードダラス(〇・ G.)などで,これらとの混播では木本植物の成 

立は困雞とみられているタイブである。

b 2自然爲は前老とあせり変らたいが,発芽またはカ般,喫がやや劣 U彩のTt来野 

草類で,ノガリャス,カゼクサ,チカラシパ左どがある。婀に:fc«ける繁茂&からみ 

れば水本痈の鏡合は,外来草にくらべて冇利であるとみられるが,YGて種子を十分 

確保することカ:むずかしい。

b 3 発芽や生長も早いが,自然高は2 〇〜3 Ocmで筱生するクイブのものである。ク 

リーピングレ"卜•フェスク(C. R・F.),グンタソキーブリa —クラス(K・B・
G. )などである。繁茂型には地下茎あるいは荀皆型があるが形態的には混播による 

木本成立に活用しやすいタイプとみられる。

b 4 発芽および生育もはやい1年•越年生のもので,自然高も敏10 cm以上になる。

傾斜地における緑化用草としては,翌年以降の被覆効果に問題があるほか,混播では 

生立密度が多くなると木本の成立を碧しく阻害することになる。、イクリアンライクラ 

ス(I. R. G.)などの外来革や,ギク科,タデ科の1年生野草たどであるが,イ 

ネ科の寸ヒシパ,メヒンバ,エノコ・グサなどは,比校的影塀は少ないとおもわれる。

cタイプ:自然高が1〇〜2 0 cm前後の小塑草本類でイネ科タイブとマメ料その他かある。 
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c1 U ネ科の・ンバ,オニシパ,ギ(,ウギ•ンパなどである。草高の低い点では親插に 

目蛤がよいが,シバ須は発茅勢が低いため活用がはばまれている。

c 2発芽埒よび生育の早いマメ科などの草本類で,クローバ-,ヤハズソウ左どがある。 

播 gが多いと木本の初期生育は抑制される。

dタイプ:カヤツリダサ科・スグ類などの野草で,酎陰性や永読性のすぐれているタイプがあ 

あるが,繁知がi<、そすぎることや,種子が十分えられないので活用されていない。

以上のべた特性区分は,治、もに硼的な生育特性に上るもので,生育形悪が似たタイプのも 

のでも,その後の推移には個々の種によって変化がある。し走がって,今後の燄都てよって, 

生態的にも,自然な遷移系列が早期に構成されるよう,適切た粗合せがもとめられるべきであ 

る。

4播種疑と混播割合

播種:8tの多少は初期の緑化形成の遅速や,ひいては施工の成否にも踣審する。扱近の面状緑 

化工では,当初の発生個体数(イネ科草本タイプの場合)が!0.0 〇 〇/顽後となるよう東 

播程伝とされるが,緑化不揃いを懸念してさらに多く播秋されることも少なくない。しかし, 

発生密既は植物の邳間お、よび稲内の成合に大きなめ響を及ぼし,而状混播によって木本植物の 

成立をはかるためには,木本と眾木の発生個体故の調墜がどうしても必要である。

いま,従来の吹付工やへりコブター工法による播種内容のなかから,木本類が含まれている 

埸合の1〇裁例によって,木本と草本の徂子fitの実悪をみると次のようである。岐ず,混播割 

合を食堆比でみると,外来の炊化用草御のほか,ヨモギ,メドハギなどの草糧は2 0〜7 0% 
で.、•シャブシ,やマハンノキ,ニセ7•カシア,イタチハギなどの木本類は3 〇〜8 0%も含 

れている例がある。しかし,木本裁の成立した例は殆んどうかがわれをいのが哭悄である。

ところで.木本盛の郁子は华釈須;こくらべて大きいものが多く,単位肃駐あたりの粒故はか 

なり少なくなる。したがって,この内容を粒数による割合にかえてみると,草本類は7 5〜 

9 5%にもなり,木木瑜！欲％から2 5%租度にすぎない。しかも,施工の懋には発芽率や, 

現地になける発生率も考慮しなければ左らないものである。f に外来の緑イ匕用年は発芽率が 

たかく,現地発生率もよいが,木本類蛙発芽率の低い場合7片多く,発芽率のよいマメ科木本徳 

子も,?镒は硬突が多く含まれるため,発茅促進処理をしない場合は現地にむける発生宰は洛 

しく低下する。したがって,さらに発芽寤を•考慮してy纭した割合によってみると,木本類の 

混惜状應はわずか2〜3 %で,多い場へごも1今％に洸;ゝ•表いこと:>洗ん.どで,料面にむける
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の^宝:':二 ユc如公はきわめて少ないcとがわか3 〇

つ哇リ,散布’］子・"挪純な兩敏比や容は比によるのではなく,史:奈に使用する建子の発芽 

率や現坦における発生率も考慮したうえ,用位面積あたりの初切成立期待数をもとにして算出 

する必婆がある〇

っぎに,前述のような間題点を考思して,明草の生育タイプや,播種依および混播割合たど 

の耍因を組合せ,働場で行なった潔例をしめしてみる。

四:埸泌 ー (D木本の生育クイブAの商木の二セアカシアと,茸本は最も多く用いられて 

いるb】タイプのW. L. G.によって,次のような誠験区を設けた。播種版は発生期待個体故 

10,。 0 0 /紀以下1.0 〇 〇 /彼まで5段階,涸!5割合は木本割合100%^下35%凌で5 
段階とした。たお,土壊条件のらがいによる影濤もみるため,低鴻表土と養か条件がわるい下 

層土の縞色口ームの別に没定した。(本場構内)

まず,播種卸のらがいによる成立密度の経時的变化をみると図ー】のようである。発芽当初

図-1 播種改と成立本数の経時別変化

50004^?^
A\ ヽ A 10000本/就

B 5000A . へ\ c 2500
\ D 1000

Ilf*
10 40 70 100 日 10 40 70 100 日

樹草 ニセアカシア10 0% ニセT•カシア 8 0%, W.L.G. 2 0%

には発生個作数に著るしい筮があるが,播種量の多い区では4 〇〜5 〇日頃までには,急速に 

成立個体故が滅少した。播婀aの少ない区ではそれほど領労ではない。播種够,心混播割合の 

多い区では,ニセアカシアの成立密度がかなり過密で,はやくから稲内の競含があるためで, 

図ー2によっても成立個休数の大部は,秘間,種内の彼圧下に残存していることがわかる。当 

年の秋までのW. L. Q.の自然高以上に伸長して,成立可能とみられた本数は表ー1のよう 

である〇これによると木本の成立本敏は,播種農わよび混播割合による差がみられ,木本の多

-3 3 〇・

い公では3 C〜1〇;*/淀:ニなり.少ない1区でも［本/就以上の咬、・•がみられ心

5〇 JlK 盅 Jlh, 恥 戒
15〇•

100 |
50 r |i f . r (1

苗髙階cm ホ:;二

林卽J合％ 100 80 65 50 35

図ー2 插翊割合と苗高分布(二七アカシア)

(上段:播種虽100 〇/就

下段: "1 0 0 0 0/W

表一1 播程aと混播割合による木本槌物の成立

注・草の自然髙以上(4 S C m )に伸長した本数

(ニセアカシア本/就)

最:K

瑯場下盾土( ローム,赤土) 画埸表土(黑±)

建冶 100 80 65 50 35 100 80 6 5 50 35
1 0.0 0 0 52 4 5 38 31 2 6 3 1 27 1 〇 9 7

5,。 0 0 4 4 36 33 23 1 6 29 1 6 8 4 3
2.5 0 0 43 35 26 1 9 6 2 6 1 2 5 3 2
1,000 33 2 7 1 9 14 6 1 6 8 4 1 1

注・, 土壌条件別によるらがいでは,初期から草本の生育が旺盛な表土区では,草本による 

被圧や,病害による成立の滅少などがみられ,下層土の赤土区にくらべて競合がきびしく,秋 

までの成立本数も跋少した。

眄鴻試験ー⑵ ヤマハギは立地的な適用茹囲が広く緑化効果もすぐれ,生奇の早いタイブ 

の低木であるが,これと生育型がそれぞれ異なる草本と混播してみると次のようである(本場 

構内)。
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草本類は徐化効梁の早い中型イネ科のなかのW. L. G.,草爲がかなり低いタイプのC.
R. F.Iお・よび生育が旺盛な1年生草のI. R. G.をえちび,播利!最は6.0 〇 〇性/就と 

3. 0 0 〇粒/尻,混漏割台は林8 〇%と5 〇%として觥した。

播瞰の木本成立密度の区時変化は図ー3のようである。生育経過につれて混播草技^の影 

•号による殁存個体敬の状况がよく現われている。すなわら,ヤマハギの单播区間では,佃内密 

度の影容だけで,滋・曲線は次第に接近しているが,当年の秋頃まではある間隔がみられる。 

これに比べて,w. L. G,や】•R. G.の場企はその履合の総»がみられ,播穗戯の多い 

区は早くから個体数の城少がはげしく,3.0 0 0本/771"区の場合とほほ同じようになる。しか 

草か(別混揺と成立本数の径時別変化 (ヤマハギ)図ー 3

-3 32 —

し,3高;;:5者に北べてか!:り赤い。•B. F.の省舍は,ヾマハギ単播区とよく似た&少质 

向である。低木でも生育の早いヤマハギは,早くからC. R. F.以上に伸長するため,地上 

部における徳間の的非が少左いことをしめしている。革徂別混播における苗高分布をみると図 

-4のようである。

4^771"

200 -

100

苗高階cm
木本割合 a (100%) b(80%) c( 50%)
播0広 6 0 00 /次

図ー 4 草箱別温播と苗高分布(ヤマハギ)

また,播我当年の秋まで兀・7る草の自然高以上に伸長した価体欲を表ー2にしめし上。中

炭ーZ 草瑾捌に混^した木本植物の成立
(ヤマハギ本/淀)

注:草の自然爲以上の本數(CRF.は3 5cm, W.L.G. I.R.G.は4 5cm)

土 壊

掺租云(知ノ廿)

圈堤下面土 (_「

G, 〇 〇 〇

】ーム,赤土)

3.0 〇〇

圖現哀

6.0 00
±

:
(黒土)

5.。 0 0
混掛割合(木本％) 100 80 50 100 80 50 100 80 50 100 ! so 50

ヤ
マ

ハ

ギ

O.R.F.
34

73 27
11

43 34
72

82 15
73

119 43
W. L. G. 11 〇 18 7 5 1 14 12
I.R.G.. 〇 〇 7 〇 1 〇 10 〇

型イネ科のなかでも,革超の生奇型のらかい作よる影容が顧磬であることがわかる。すなわら, 

生育の用:盛左1年生タイフめI. R. G,区では草高以上に強したもの(土ほとんど左く,大部

rTlTb c_____
b (I.KQJ e

M 爪
b (W L.G.) e

-(QR.FJ rn
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分は草不に夜圧された。w. L. G,との札埼区では,これに比べて木本の成立がみられ,;讨 

沾のニセアカシアの損合に須似した质向かみられた。これに对して,草高が低いC. R. F. 
との混睜区では草高以上に伸長したものはさらに知若に増加した。これによっても生育の早い 

クイブの木本は,混播要因を考慮して行左えば十分成立をはかることができると思われる。こ 

の液結果に限れば,成立密度がたかいので,丑年からはヤマハギ間の競合力:はげしくなると 

みられるので,混播割合はさらに検討する必要があると思われる。

S3場試段ー⑶二七アカシア,ヤマハンノキ,ヒメヤ•ハブシ,アカマツの4德木を主体 

にイタチハギを従風低木とし,生育型のこと左る2ダルーブの草本類を組合せ涣討した結果を 

みると表一 3のようである(束北支場谓内)。

播初後】カ月と4カ月経過したときの成立不敖の消長をみると,名倒杼とも大炯に或少し, 

当初の1/2以下になった。とく此ママハンノキの狡少は顕あであったが,二七アカシアは秋 

季に増加するものもある。イタチハギは両時点の変化ほみられなかった。すなわら,イタチハ 

ギは,どの陋合せでも,生存家および生育が良好であり,髙木類のうらで草本の自然离以上に 

成長したのはニセアカシアだけであったが,成立本役は少なかっれcアカマツは,秋季までは 

かなり残存していたが,葦本類の;かて浅卬されて遊全た生有を保っているものが少なかった。 

ヒメヤシ-ブシは,初期生長が歩そく,草本に被圧されているか,生育はかなリ健全である。 

ヤマハンノキは,当初の発生本数も少なく秋爭にち、ける残存本数も少なく,生育も不良であっ 

た。二セアカシアは高木4稲須のうら,成立本数が比汶的多く,かつ成長が良好であった。ま 

た・各髙木と組おせたイタチハギの成立本敬は平珍的に多く,成長が旺盛で草本類の自然高以 

上に避している。

前述した3つの例は,|迥場に若けるものであるカ:,さらに現地斜而:てよって検討した例は次 

のようである。

現地踏・(1)長野官林局中川治山事業所符内の凍上花腐岩地帯(て右、ける值渡斜面に,高 

木は生育の早いタイプのニセアカシアと,初明生育の遅いタイブのアカマッとし,これに低术 

のヤマハギ,イタチハギを入れて木本須の混播肝とし,草本は,生育の早いタイプ(W. L. 
G.)と遅いタイブ(C. R. F)をそれぞれ組合せた。

2年目までにおける状況を表ー4〜7にしめした。ニセアカシアの混锅区では固場«あ、ける 

場合とほぼ同様の绸句がみられ,かをりの澎度で成立することか認められた。草高の低い草あ! 

との混插では砌の成立が多いが,2年目には他の草级の区と冋じような成立密度になった。 

しかし,アカマッ区では,初第目には草本のなかにかなり残存したが,2年目に缮凍上による
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修善とあわせてほとんど清救し,做布方法にもあらたな検対がいるものと思われた。

税她说癸-⑵ び澡は林局管内の救カ所の現地(i・もに第3 "i附頁岩•が岩幣)で行 

なった龄では,木本類のうら髙权3は二七アカシア,¥マハンノキ.アカラツ,ヒメヤシャ 

プンとし,低水のイクチハギを従囲させ,車本疝はC・R・F.,ホワイトクローパー,オオ 

イクドリなどとし混播方法は,木本頻主体(80%)の混指,草本類主林(8 〇%)むよび, 

小附段を鶴助エとした樹草区分故酒(木本2 0% )として抽工しれ。(表-8 )〇

表ー8 共地混播試験

ゝ処理と関査 

刻定頂目 岩手-赤川 爭石一姗田佃ー荒沢
北上・夏油
(<落面)

北上・夏油 
g面)

全 植 被率(％) 6 7.3 3 0 0. 9 0.7 9 3. 9 5.
力ー本類植核家(％) 1 4.7 7 6.7 3 3 5 5.7 6 9-
S 本須植被搴(％) 6 5.3 8 2.3 7 5. 5 8.3 •J 8.3

ニセアカシア 1 3.1 8 0.0 1 3.4 3 5.5 5 4.3

木 ダ ケ カ ンバ 1.6

粕
本

ア カ マ ッ 0.5 1.5

敦
ヒメヤシャブシ

類 ヤマハンノ キ 0.1 0.7 0-9
別 イタ チハ ギ 5.7 1 7.G 28.7 2 4.9
檀 その他非導入租 0.8 8.7 4.9 __________ 0.1

彼
グン"ソキー 311<： 6 4.7 1.8.2

草 ス ス キ

率 木 オオイタドリ 3.3 5.1 1.5 2.9 3.9

須
クリーピンダ・レソト•ソKク 5 6.1 3 3.7 3 2.0 2 6.5

% ホワイト・クローバー 2 2.3 3.4 5.2
その他非科人笹 0.8 3 1.5 3 4.1 3 8.7 1 9.8
=セアカンア 3 6.3 5.8 2.3 8.5 1 3.8

木
ダ グカ ンバ 1.5

成 ア カ マ ッ 3.1 〇・】 2.9

立

本

本 ヒメヤシャブシ

頹 ヤマハン ノ キ 0.3 0.1 0.4
イ タ チ ハギ・ 2.1 1 3.4 3 3.5 3 2.1

教 その他非導入積 2.1 0.7 1.7 0.1 0.1
グンタッキー31F. 2 2 4.7 9 1.1

草 ス ス キ

本
オオイクドリ 2 5.5 4.0 2.7 1.7 2.3
クリセング・匕(ドフェスク 2 9 4.5 5 4 3.3 4 0 6.0 4 〇 !.3

須 ホワイト・クロ ーバー 2 5 9.2 6.Z 19.7
その他非岸入祈 1 8.1 1I 〇• 4 3 5.9 2 4.6 2 2.4
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也の立^条件や,施工後の欠象的な条件によって,忌化形成や木本植物の成立が路沙さ 

れるカ:•高木頷のなかではニセアカシアの成立カ:本跋わよび成長ともすぐれ,2年目には2m 

も近す招合がみられた。このほかの1‘マハンノキ,アカマツ,匕メ ヤシャブシなどは,初年目 

には.点在して茨存したが,2年目の秋手には,ぼとんど成立がみられなかった。低木のイタ 

チハギは,ニセアカシアの優秀なところでは,下必に披圧されて成立したが,二セアカシアの 

欠ける部分では成育が旺盛なところが多い。治我方法別では木本を主体とした区では,成立本 

散が増加しているカ;,当年秋までに裸地が我る以合が多い。筋状小階段の輔助エとともに区分 

疝皆］した区では,木本須の成立は多い力;,上部から流亡した以子が,下68筋工に混合される以 

合は,価草の競合がはげしく,成立がよく副されることがうかがわれた。

現地試験ー (3)映帯少雨花间岩地带(曲県)の現地に小プロ,卜で設定した試験結果 

«ついて,阪耍をしめすと表ー9のようである«,

表ー9 现地混播試験

試放区

ぶ項 、ヘ

混 合 割 合 (草:木)

9 0 ：1 0 5 0 ： 5 〇. 1 0 ： 9 〇

金植被厚例 8 4. 5 8 6. 0 6 4.0

木木類植被率版) 1.〇 3. 〇 8. 5

革本類植披富<%) 8 4. 5 8 5. 0 5 8.5

¢3

顏

別

被

率

(%)

木

本

須

ヤシャブシ — — 〇. 5

メドハギ — — 〇. 5

イタチハギ — — —

クロマツ — 3. 〇 7. 5

革

本

類

K. 3 1.F. — 一 —

W. L. 〇 ・ 8 4. 5 8 5. 0 5 9. 0

ヨ モ ギ 3. 5 5. 〇 〇, 2

ス ス キ — 一
一

木本植物の混^割合が1〇%以下では必んど成立がみられなかったが,混密創合を増加し

5 〇%ていど以上になると成立がみられた。しかし,草本による植被形成が少なくなるにつれ 

て表土の移励が起り,ひいては木本植物自休の成立余件が悪化することが推察された。樹癒別



•ctt.クロマツの成立が多く,他の耐種は署しく少故であった。

現地試験ー⑷ 熊本終林局•出水営林客育内の現地(中生/胃)で,事茉投計に君ける播種 

内容にくみ入れ,木本類を混合して行なった結果をみると表ー1〇のようである.

表-】〇 現地遂播試験

、 試験区 武 験 区

1 2 3 4
全植被率 (％) 8 7.5 9 0.0 8 7.5 6 0.0
木本類植被率 (％) 1.8 — 5.0 1.3
草本 類植被率 (％) 8 5.8 9 0.0 8 2.5 5 8.8

オオパヤシャブシ 0.8 - — 0-3
木 ヤマハンノキ — — 3.8 —

通 本 ヤマノ、ギ 1.3 — 5.5 —

類 類 エニシダ — 一 — —

別 イタチハギ — — — 2.5

植 グンタクキー31F — — — 亍

彼
草

ウィピンクラフクラス 5 2.5 7 6.3 7 3.8 S 1.3

案
本

ホワイトクロ 一 — — 一

ヨ モ ギ 2.3 1 8.8 4.8 2.8
% 類

イタドリ — — 一 —
ス ス キ 0.8 1 3.8 7.3 4.0

備 考
播種最 粒/紀 1 7,。 0 0 1 7,。 0 0 1 7.0 0 0 1 7,。 0 0
混播割合(木:草％) 20 ： 80 2 0 ： 80 20 ： 8 0 20 ： 80

これでは,単位面積あたりの播種覺:が多く,草本類が優占することは従来の施工例とあまり 

変らないので,木本類の成立はきわめてむずかしいことがうかがわれた。す左わら,3カ月頃 

における木本類の成立は1%ていどで,土じょう条件別では,地山部分の成立が多くみとめら 

れた。1年3カ月頃の調査では各区にわずかに残存するのがみられるにすぎなく,土じょう条 

件別では•地山のほうが成立がよいようにみられた。しかし,残存したオオパヤシャプシ,V 
マハンノキ・ヤマハギなどは樂色が健全で,成立は可能であるとおもわれた。
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5.樹草の顶類別生育渕帷

競合する海草のいづれかー方せたは両者について,初期の成長を促進するかずたは抑制する 

などの方法によって,木本檀物の成立をはかることができればきわめて好都合である。

ところで,根粒植物は荒浇珀などに先必進入するが,縁化用植Rとして活用されている木本 

類の多くも・これに质している。根粒楹物の特性は,根泣が着生しcいれば,窒素が欠亡した 

やせたところでも,燐酸肥料を与えることによって十分旺盛な生育をすることである。荒廃地 

で下膚の地盤が現われているところや,ロームその他火山性地您では,土以の燐酸吸収力が汕 

ため,根粒植物の栄養生理上からも,土壊の化学性からみても.燐滾肥料の十分な供給が必耍 

である。

根粒樹勿を実播によって導入することをねらいとし,焼酸强収力の強い土壌によって,窒謝 

と燐酸の施肥量をかえて生育状悪を凋査した例を図ー 5によってみると,燐酸做を多くした効 

果が予想以上に大きいことがわかる。ニセアカシア,ヤマハギ左どのマメ科根粒植物の場合も, 

またヤ・ン・ブシ類,ヤマハンノキなどの非マメ科根粒植物の锅合も.やせ地では普通土壌に!•ヽ 

ける施肥最の数倍以上の施用によって,生育が促進されることに注目しなければなら左い。

これにもとづいて,初期成長がやや遅い生育タイブBの高木(オオバヤンヤプシ,ヤマハンノ 

キ)と,中型イネ科で弃:高がやや低いタイプの草本(C・R. F.)との混播により,施肥成

図ー5 根粒酒木の播種に時ける施肥効果

(N-10& ノが,P- 2 5 g/ni’に対する比。オオバYシャブシの苗高)
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(本/就)表ー1】• 拖肥成分と木本柚协の成立

族肥成分

g/nf
髙木况

混插割合 

(木本頂％)

施工当年
2年目2カ月 5カ月

N=1 2 オオパやンイフ•シ
8 〇 4 3 3本 2本 + 本

5 〇 4 2 8 2 +

P = 2 〇
ヤマハンノキ

8 〇 1 8 〇 + +

5 〇 9 1 + +

N= 6
P = 6 〇

オオバヤシャブシ
8 〇 7 3 〇 8 4 3 6
5 〇 5 9 5 7 8 2 8

ヤマハンノキ
8 〇 2 8 0 6 9 5 2
5 〇 1 5 5 3 I 2 〇

なお,試明也は束京情林局秦野治山・宁梨所管内に公ける口 ー厶必の気出したり壊斜面である。 

試快区間の族况成分立は,普通区では窒素12 g/77l•,件独2 4 g/彼であるが,燃度多肥区 

では窒素を6 g/海に戒らして基本の生育を却制することをねらいとし.燐浪は6 〇 KZW 
(多肥による奈害が少なく遅効性の焼成焼肥を用いた)に増贷した。

これによると,初期に若ける両区の木本類はいづれもかをり密に発生しているが,普通区は 

京本の成長が早いこともあって,次第に木本阳の成立は谀少し,残存したものも後小で草本の 

なかに核圧された。墳敗多廃区では窒弟を少玷にした彫留もみられ,草本の生育めがかなり蚊 

送したが,木本頻は枝葉の色も健全で,成長促進効呆が明らかであった。当年の秋にふ、ける両 

区間の成立個体数には顕若な差が生じ,燐欧多肥区では草の自然高ていどに生育して共生し, 

翌年以降の成長が可能であることがうかがわれた。

6.考宗(混插内容改尝の耍点)

瑟化工にあ、ける木枷物の諱入につい«•永続的嫌化形成のためにも施:mの立地条件網 

むける郷土琶的左这核物の選択がのぞまれる。しかし,灾際の施工にあたっては,それらの同S 
子を十分入手することができないことがクい。このため,未活用樹草の泌#適性についてr没 

的なな推をはかることも考恩し,今回の夫後作歩いては,従来の縁化用剧茸について初期生育 

特注によるグ図区分を行左って検討した。
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ところで,前述した今回の弊によるいくつかの兇によって,・拦内容を十分•招盘すれIX, 
旧云の琮化以材やな福による工法心•、いても,かなり成立する木本類の企ることが切られた。 

以下これまで心考澀された,播行内容改游のための要点をまとめてみる。

1) 発芽勢がはやく,その後の伸長もはやいタイブのマメ科根粒樹木などは,外来緑イ用草 

との混攝でも,木本割舍が2 〇〜3 0 %朔後以上の場合には十分成立すると:t、もわれた。とく 

に高木のニセT•カシアのようなタイブはかたり容易に成立をはかることができる。低木でもヤ 

マハギ・エニシダ・イタチハギなどもほぼ同様である。しかし,混播單顾がイネ科タイフ・のも 

のでも,生育かとくに早く密生するもの(I. R. G.)や,遮光率がたかい茎葉をもつキク 

科・タデ科などの草種では,兢含の影舀かつよいので,混播割合に注意する必要がある。

マメ科槍爾の徊子は,匹灾が子が多く含まれるので.そのままでkt発芽かな、そく不揃いにな 

る。またイタチハギ,ヤマハギなどのよう此サY付き技子は,義土が吸湿に不利左状態のとぎ 

はー陪発生が悪くなる。このため,揺初前須は,無湯,温湯左どにょ.,て発芽促進処埋をする 

ことが肝心である。これらの俺子は,発芽促進処理後すぐ風乾すれば,その後もさらに長期問 

発芽は低下しない。

このほか,後述のように根粒植物は燐皺肥料をとくに多く施すことによって成立が促進され 

る。

2) 初期成長がやや遅いオオバヤシャプシ,ヤシャブシ,ヤマハソノキなどの非マメ科根粒 

植物は,草高の低いタイプの草種との混肠では成立が期待できる。また確灾に成立をはかるた 

めには後述のよう網焼成肥料を活用し,木本:と章本の成長をそれぞれ調轮することがやはり欠 

かせ左い。草高の低いタイブとの混揺では,木本割合がSO%ていどの均合にはかなり密に成 

立するので,立地条件に応じてさらに少な< (2 〇〜3 〇%)してもよいとむもわれる。な:fc、 

施肥成分の選択的施用によれぱ,中型イネ科タイプの草殺でも,棄却カ:細くて比較的遮光性の 

少ないW. L. G•や,欄子がえられればカゼダサなどとの混播では,播極覺の調整によって 

成立をはかることは困難では左いとお、もわれる。

3) 播或は,草本を主としたこれまでの場合は,-<(<10.。 〇〇粒/就程度以上用いられ 

ているが,木本御物成立のためにはさらに少ないほうが有利である。施工地の条件により発生 

率のよい場含には,5,。 0 〇〜3, 0 〇 〇粒/流でも草生による緑被効果を保らつつ,木本柳物 

の成立がえられる。しかし土埃や煩斜などの・t也条件がきびしい場合には,初期の保賤効果を 

保つため吃,侵食防止剤その他によって,搖毯而の保慈を璃実にすることが必要である。晟近 

はすぐれた•録化捕助材が詞発されつつあるので.播钥餘を少疥くすることは可能である〇
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従来の治山縁化で行なわれていた斜面混溢エの場台では•リラ英俊工を併用するカ:,播檢、2 

我をみると1.5 0 〇〜3.0 〇 〇粒/771.询後であり,発芽零を考慮すれば1.0 〇 0 — 2.0 〇()粒 

/淀ていどの以布量であるとみられる。もらろん怫独依は•土以条件や,地形.L;航,施工诗 

期などによって配慮する必耍があり.やせたところでは疝/版をまし,木本の削合も多くする。

り 木本楸物の成立には,掃垣贷とともに混播割合の聞力麒署である。生育の早いタイブ 

の木本植物では,祝ポが多い場合でも木本割合が3 0%前後以上ではよく成立するか.生育 

の遅いタイプの場合は,混播する啲によつCC.1V tり多くする必要がある。

'5)検粒槌物では,その栄養生理の特性から,記料成分の遂択的多用によって,朮本との競 

合を有利にし,成立を促進することができる。例えば土壊条件によるが,空衆成分は5〜1〇 

g /け而後として(庭我土壊左どでは少左くてよい),草本の生育を抑制し,燐酸成分は4 〇 

〜6 〇 g/TTfていど施用して,根泣植物の成長を促您することである。ただし,肥科は土壊表 

面に程子とともに散布されるため,発芽と初期生育;て彩猝のないものを用いる必要がある。C. 
のため.燧成肥料は•f燄肥科や逸燐曲石灰などを1〇〜2 Q g/就として速効性をはかり, 

他の必要・は想成燐肥その他泓効性のものを施用する。

6) 初期成長が誕いマッ類その他の木本では,播料ほの多い面状混播によって早期に成立を 

はかることは,•まだむずかしい。しかし,各池の施工跡地をみると,切土斜而などで,草本と・ 

の砂がかなり緩知されズところでは,わずかの空間によって発生し,数年後の利而では草裔 

以・上に蓮したマッ類が,かなり成立し始める例が少なく左い。したがって,さらに盘孙内容の 

調斃や,侵負防止剤•被雀材の活用方法の後肘が必要となもわれる。また.混播草極は草為の 

低いもの力:適しているが,大型タイブのものでも,ススキ,トダシパなど比被的陽光を透過し 

やすく,冬期に枯れた茎葉による物理的を祓圧の客が少ないものを活用することも考えられる。

7) この試験は機械力などえよる一斉散布方法を前提としているが,法面に小陪段をつけ, 

木本と草本の区分播き方法も試みた。他の処理区よりもいくらか良好な結果がみられるが,そ 

れほど頭診をもので岐左かった。これは施工後の豪雨などで,法面の草本種子が流亡し,筋に 

混合するためである。

8) 緑イ麻助材の活用ならびに保育

混播によって木本植物の成立をはかるためには.木本須の割合を多くする必要があるが,必 

然的に草本の虽は城少する。このため,施工初期の屎全効果をたかめるため,侵食防止剤や混 

和材の効果的な活用や,緑化むしろその池の被援材料左どによる保護手段を適切に行なうこと 

が必要となる。
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■4た,施工设の緑化献况によりi3期に採膏手入を行なえば,縁化の衰退を跡ぎ,林英形成の 

促進に効果が大きいことは,従来の施工でもよく知られている。面的混播に:fc«ける木本成立に 

ついても.このことは一そう大切である。

眼垃植物に対する,施工晒にら、ける肥料成分の迅択的施用(憐酸多肥)の必要は前述したが, 

十分な基肥力:できなかったときは,慮工後の比較的初期のうらに追肥し,成立を促逸すること 

が考えられる。また,2〜3年後に治、いぐも,状況によって施肥を適期に招用することによっ 

て,木本植物の生订をはかることが考えられる。これらの保育手入については,何時どの程度 

実施するのが効果的であるかは,今後に残された険詞課題である。なお,このほか草高以上に 

伸長した木本については,ウサギその他の獣害による影科も菰視できないが,これに対しては 

植庖的な成長’足搏によって成立をはかることが必要であろう〇

IV今後の問題点

报近の緑化工に君、ける而状混播の場合の.木本植物成立促進に関して2・3の要点にもとづい 

て考察した。検討しえた試澳列などはまだ短年の權過にすぎないので,さらに継続して十分検时 

する必要がある。な・、これまでに検討しえた混搖麥因の基礎的左耍点にもとづけば,Cit!で 

の筋状,点状その他の混播の場合にも,一腐生育促進をはかることができると君もわれる。根粒 

植物に対する施肥の要点からは,草生・录化後の斜面に加ける植栽においても,草本による影鄭を 

軽城して成長促進をはかることができよう。・た,Vマハギそのほかの低木類は.荒廃地の緑化 

に限らず,林道法而をはじめとする人工的な開設法而への導入にも,そのまま活用できるものと 

お»もわれる。

なお,現在咬でに浪肘しえたところは,播御当年の生育期間が十分ある適期施工による場合で 

あり,注た,土じょう•なよび気蒙的条件は•比較的良好な通常条件における試験設定の場合の 

成立状況であるので,播糧助別ならびに,悪条件地別(腐悪土じx 〇•少雨乾燥地,爆冷凍上地, 

高海构也など)に若ける成立方法や・未利用在来植物の活用方法等については,さらに検討を進 

める必妥がある。このほか前述のように施工後にあ、ける効果的な保育方法の検討も聲耍である。
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